
　日頃皆さまには、東奥信用金庫をご愛顧いただき厚く御礼申しあげます。
　当金庫に対する皆さま方のご理解を深めていただくために、本年もディスクロージャー誌
「LOOK UP とうしん 2022」を作成いたしました。
　本冊子を通じて当金庫を一層ご理解いただき、ご信頼を賜れば幸いに存じます。

　2021年度の日本経済全体の景況は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が続く中で、持
ち直しの動きが一服しております。先行きについては、感染対策に万全を期し、経済社会活動が正常
化に向かう中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、景気が持ち直していくことが期待さ
れます。ただし、海外情勢等による不透明感がみられる中で、原材料価格の上昇や金融資本市場の
変動、供給面での制約等による下振れリスク、また、感染症による影響を注視する必要があります。
　青森県内の景気は、感染症の影響からサービス消費を中心に厳しい状態にある中、供給制約の影
響もあり、弱めの動きとなっております。当津軽地域でも、感染症拡大予防対策を要因とした長期に
わたる低迷が継続しており、引き続き厳しい状況にあります。今後は、感染症の影響による景況感の
冷え込みの継続に注意を払うとともに、将来における地域内の人口減少、少子高齢化等が、地域経
済に与える影響について注視していく必要があります。

　このような環境の中、当金庫では長期経営計画「とうしん『変革への挑戦』2021-2023」の初年度に
あたり、お客さまとのリレーションシップのもと、課題解決の徹底を図ることにより、会員、お客さま
の幸せづくりと、地域全体の成長に貢献することを目指し活動してまいりました。
　その結果、業務純益が3億55百万円、当期純利益は1億85百万円の業績を収めることができました。
これも偏に会員を始めとした地域の皆さまのご支援の賜物と厚く御礼申しあげます。

　迎える2022年度も、当金庫の未来は地域とともにあるという自覚と責任を胸に、全役職員一丸と
なってなお一層努力してまいります。

　今後とも一層のご理解、ご支援を賜りますよう、心からお願い申しあげます。

夢と未来にお手伝い…
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「地域の繁栄と地元中小企業の育成発展を目指す」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         

　この経営理念は、「地域やお客さまの繁栄と地元中小企業の発展があってこそ当金庫があり、また役職員の

たゆみない努力による安定した生活があってこそ金庫がある」という共存共栄の精神のもとに、当金庫の基本

方針として確立されてまいりました。

　これからもお客さまの立場に立った経営に努め、この津軽地域になくてはならない専門的金融機関、時代を

先取りした、未来のある金庫を目指してまいります。

相互扶助の精神を持とう！

地域の繁栄と産業の育成に奉仕しよう！

明るい職場、明るい家庭、明るい社会を築こう！

信　　　頼 相手をよく理解し、心ふれあうコミュニケーションが信頼獲得につながります。　

自 己 啓 発 すすんでお客さまや社会に学び、知識や能力を高める自己啓発が幸せをつくりだします。

積　極　性 誇りと自信を持って何事にも積極的にチャレンジすることが進歩をもたらします。

創　造　性 仕事と生活に工夫する喜びを持つことが創造を生み出します。

時　代　性 時代の流れを敏感にとらえる感性をみがくことがセンスを養います。

未　来　性 常に夢を持って行動することが明るい未来を開きます。

と　 き

あした

心のふれあい　
　それが信頼につながる

常に夢を持とう 
　それが未来を開く

自分をみがこう　
　それが幸せをつくりだす

チャレンジしよう　
　それが進歩をもたらす

工夫する喜び　
　それが創造を生み出す

時代をとらえよう　
　それがセンスを養う

ごあいさつ
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